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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の先端に設けられた第１の撮像素子と、
　前記挿入部の側面に設けられた第２の撮像素子と、
　前記第１の撮像素子から読みだされる映像信号に対して第１のホワイトバランス調整が
施された後の映像信号のゲイン値と、前記第２の撮像素子から読みだされる映像信号に対
して第２のホワイトバランス調整が施された後の映像信号のゲイン値との差分を、観察時
におけるホワイトバランス用の補正値として記憶するメモリと
　を備えることを特徴とする電子内視鏡スコープ。
【請求項２】
　前記第２の撮像素子は、前記挿入部の湾曲部に設けられることを特徴とする請求項１に
記載の電子内視鏡スコープ。
【請求項３】
　請求項１に係る電子内視鏡スコープのホワイトバランス調整方法であって、
　前記第１の撮像素子から読みだされる映像信号に対して第３のホワイトバランス調整を
施し、
　前記第３のホワイトバランス調整後の前記第１の撮像素子の映像信号のゲイン値と、前
記メモリに記憶された前記補正値との差分を、観察時における前記第２の撮像素子の映像
信号のゲイン値として算出することを特徴とするホワイトバランス調整方法。
【請求項４】
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　挿入部の先端に設けられた第１の撮像素子と、
　前記挿入部の側面に設けられた第２の撮像素子と、
　前記第１の撮像素子から読みだされる映像信号に対して第１のホワイトバランス調整が
施された後の映像信号のゲイン値と、前記第２の撮像素子から読みだされる映像信号に対
して第２のホワイトバランス調整が施された後の映像信号のゲイン値との差分を、観察時
におけるホワイトバランス用の補正値として記憶するメモリとを備える電子内視鏡スコー
プと、
　前記第１の撮像素子に対向する底部と、前記第２の撮像素子に対向する壁部とを備える
前記電子内視鏡スコープのホワイトバランス調整治具と
　を備えることを特徴とする電子内視鏡システム。
【請求項５】
　挿入部の先端に設けられた第１の撮像素子と、前記挿入部の側面に設けられた第２の撮
像素子とを備える電子内視鏡スコープのホワイトバランス調整治具であって、
　前記ホワイトバランス調整治具は、前記第１の撮像素子に対向する円形状の底部と、
　前記底部と一体的に形成された筒状部材において、前記第２の撮像素子が対向する壁部
を有し、前記筒状部材の前記壁部とは反対側の面が切り欠かれていることを特徴とするホ
ワイトバランス調整治具。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡スコープ、ホワイトバランス調整方法、電子内視鏡システムおよ
びホワイトバランス調整治具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　小腸や大腸等の消化器を観察する電子内視鏡では、観察時の見落としを防ぐと共に、観
察時間を短くするために、１度で３６０°を観察可能であることが望ましい。そこで、電
子内視鏡スコープに複数の撮像素子を設けることにより、複数の撮像素子により同時に観
察可能な電子内視鏡システムの開発が進められている。
【０００３】
　一般に、電子内視鏡システムにおいては、被写体から得られた映像信号に対して行うホ
ワイトバランスの実行には、撮像素子を覆う筒状の治具を用い、撮影画像が白くなるよう
に調整する。このホワイトバランス調整を、２つの撮像部を有する複眼カメラにおいてそ
れぞれ実行する例が提案されている（特許文献１、２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－１３０６８１号公報
【特許文献２】特開昭６３－２４４０１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、２つの撮像部が同じ光軸方向を向き、撮像素子との距離が近い場合には
上述の治具でもホワイトバランスの実行が可能であるが、２つの撮像素子の距離が離れて
いる場合には、ホワイトバランス調整治具に２つの撮像素子が収まらなくなるため、各撮
像素子に対してそれぞれホワイトバランス調整する必要がある。また、各撮像素子に対す
るホワイトバランス調整治具が必要となる。
【０００６】
　したがって、本発明は、複数の撮像素子を１度でホワイトバランス調整可能な電子内視
鏡スコープ、ホワイトバランス調整方法、電子内視鏡及びシステムホワイトバランス調整
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治具を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、本発明に係る電子内視鏡スコ
ープは、挿入部の先端に設けられた第１の撮像素子と、挿入部の側面に設けられた第２の
撮像素子と、第１の撮像素子から読みだされる映像信号に対して第１のホワイトバランス
調整が施された後の映像信号のゲイン値と、第２の撮像素子から読みだされる映像信号に
対して第２のホワイトバランス調整が施された後の映像信号のゲイン値との差分を、観察
時におけるホワイトバランス用の補正値として記憶するメモリとを備えることを特徴とす
る。
【０００８】
　この電子内視鏡スコープでは、本発明に係るホワイトバランス調整治具により、挿入部
の先端と側面に設けられた各撮像素子の出荷時及び観察時におけるホワイトバランス調整
が、ホワイトバランス調整治具に１度挿入しただけで実行される。
【０００９】
　この電子内視鏡スコープにおいて、広範囲を1度で観察可能とするためには、第２の撮
像素子は、挿入部の湾曲部に設けられることが好ましい。
【００１０】
　本発明に係るホワイトバランス調整方法は、本発明に係る電子内視鏡スコープのホワイ
トバランス調整方法であって、第１の撮像素子から読みだされる映像信号に対して第３の
ホワイトバランス調整を施し、第３のホワイトバランス調整後の第１の撮像素子の映像信
号のゲイン値と、メモリに記憶された補正値との差分を、観察時における第２の撮像素子
の映像信号のゲイン値として算出することを特徴とする。
【００１１】
　この方法により、本発明に係る電子内視鏡スコープの観察時におけるホワイトバランス
調整が、１度で実行される。
【００１２】
　本発明に係る電子内視鏡システムは、挿入部の先端に設けられた第１の撮像素子と、挿
入部の側面に設けられた第２の撮像素子と、第１の撮像素子から読みだされる映像信号に
対して第１のホワイトバランス調整が施された後の映像信号のゲイン値と、第２の撮像素
子から読みだされる映像信号に対して第２のホワイトバランス調整が施された後の映像信
号のゲイン値との差分を、観察時におけるホワイトバランス用の補正値として記憶するメ
モリとを備える電子内視鏡スコープと、第１の撮像素子に対向する底部と、第２の撮像素
子に対向する壁部とを備える電子内視鏡スコープのホワイトバランス調整治具と、を備え
ることを特徴とする。
【００１３】
　この電子内視鏡システムでは、生産時及び観察時におけるホワイトバランス調整が、１
度で実行される。
【００１４】
　本発明に係るホワイトバランス調整治具は、挿入部の先端に設けられた第１の撮像素子
と、挿入部の側面に設けられた第２の撮像素子とを備える電子内視鏡スコープのホワイト
バランス調整治具であって、ホワイトバランス調整治具は、第１の撮像素子に対向する底
部と、第２の撮像素子に対向する壁部とを備えることを特徴とする。
【００１５】
　この構成により、本発明に係る電子内視鏡スコープの各撮像素子のホワイトバランス調
整が１度で実行される。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、複数の撮像素子を１度でホワイトバランス調整可能な電子内視鏡スコ
ープ、ホワイトバランス調整方法、電子内視鏡システム及びホワイトバランス調整治具を
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提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施形態に係る電子内視鏡スコープを備える電子内視鏡システムの構成
と回路構成を示す説明図である。
【図２】本発明の実施形態に係る電子内視鏡スコープがホワイトバランス調整治具に挿入
された状態を説明する説明図である。
【図３】電子内視鏡スコープの湾曲部を説明する説明図である。
【図４】本発明の実施形態に係るホワイトバランス調整治具を示す斜視図である。
【図５】出荷時におけるホワイトバランス調整処理のフローチャートである。
【図６】観察時におけるホワイトバランス調整処理のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
【００１９】
　図１は、本発明の実施形態に係る電子内視鏡スコープ１０を備える電子内視鏡システム
の構成と回路構成を模式的に示した図であり、図２は電子内視鏡スコープ１０がホワイト
バランス調整治具５０に挿入された状態を説明する説明図であり、図３は電子内視鏡スコ
ープ１０の湾曲部１１ｃを説明する説明図であり、図４はホワイトバランス調整治具５０
を示す模式的な斜視図である。
【００２０】
　図１に示すように、電子内視鏡システムは、被写体の撮影に用いられる電子内視鏡スコ
ープ１０と、電子内視鏡スコープ１０から送られる映像信号を処理するためのプロセッサ
２０と、被写体画像等を表示するモニタ４０と、図２、４に示すホワイトバランス調整治
具５０を備える。電子内視鏡スコープ１０は、プロセッサ２０に着脱自在に取付けられ、
使用される。プロセッサ２０にはモニタ４０が接続され、プロセッサ２０の側面には、オ
ペレータが指示信号等を入力するためのフロントパネルＦＰを備える。
【００２１】
　プロセッサ２０は、フロントパネルＦＰからの信号を受信し、プロセッサ２０全体を制
御するシステムコントローラ２５と、電子内視鏡スコープ１０から送られてくる映像信号
を処理する前段信号処理回路２１と、処理された映像信号を記憶する画像メモリ２２と、
モニタ４０に被写体画像等を表示するための処理を行う後段映像信号処理回路２３と、タ
イミングコントローラ２４と、光源２９を備える。タイミングコントローラ２４では、信
号の処理タイミングを調整するクロックパルスがプロセッサ２０内の各回路及び後述の電
子内視鏡スコープ１０のコネクタ部１８(図２参照)に設けられた第１及び第２のドライバ
信号処理回路１４、１５に出力される。
【００２２】
　光源２９は、システムコントローラ２５によって制御される電源２６から電力が供給さ
れる。光源２９から照射された照射光は、集光レンズ３０を介して、集光レンズ３０の前
方に配置された絞り３１によって光量が調整される。絞り３１はモータ２８の駆動によっ
て開閉される。照射光は、超極細の光ファイバーの束からなり、電子内視鏡スコープ１０
に配設されるライトガイドＬの入射端ＬｃよりライトガイドＬに入射する。モータ２８は
、前段信号処理回路２１の制御信号により制御されるドライバ２７によって駆動され、こ
れにより、絞り３１が所定量だけ開閉する。
【００２３】
　図２に示すように、電子内視鏡スコープ１０は、操作者が握り、電子内視鏡スコープ１
０の動きを操作するための操作部１７と、プロセッサ２０に着脱自在に接続するためのコ
ネクタ部１８を備える。操作部１７には被験者の体内に挿入される可撓性の管状の挿入部
１１の基端が連結されている。挿入部１１は、可撓管部１１ｆ、湾曲部１１ｃ及び先端部
１１ｔが順に連結されて構成される。挿入部１１の湾曲部１１ｃは、操作者の操作部１７
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の操作により、湾曲部１１ｃが上下または左右方向に湾曲し、例えば図３に示すように、
先端部１１ｔが所望の方向に向けられる。
【００２４】
　ライトガイドＬは、電子内視鏡スコープ１０内において操作部１７を介して挿入部１１
に達し、挿入部１１において分岐して挿入部先端１１ａ及び挿入部側面１１ｂまで延設さ
れ、２つの端部Ｌａ、Ｌｂを有する。ライトガイドＬにより伝達された照明光は、端部Ｌ
ａ、Ｌｂから後述する第１及び第２の配光レンズ１２ａ、１３ａを介して観察部位に向か
って照射される。
【００２５】
　図３に示すように、挿入部１１において、挿入部先端１１ａは第１の撮像部１２を、挿
入部先端１１ａ以外の側面である挿入部側面１１ｂは第２の撮像部１３を備える。第２の
撮像部１３は、挿入部１１の湾曲部１１ｃに設けられる。湾曲部１１ｃの湾曲により、第
２の撮像部１３は矢印Ａで示す挿入方向（挿入部先端１１ａ側）を向くようになり、第１
の撮像部１２は挿入方向と反対方向（操作部１７側）を向くようになる。このように、湾
曲部１１ｃが所定方向に湾曲された場合には、挿入方向の前方と後方の両方を同時に観察
することが可能となる。湾曲部１１ｃを湾曲させずに使用する場合には、第１の撮像部１
２により挿入方向の前方側を、第２の撮像部１３により第１の撮像部１２の観察部位より
もやや後方であり、第１の撮像部１２の観察部位に対して直交する部位を観察する。この
ように、本発明の実施形態に係る電子内視鏡スコープ１０では、１つのスコープの挿入部
１１に、撮影方向の異なる撮像部１２、１３を備える構成となっている。
【００２６】
　図１に示すように、第１及び第２の撮像部１２、１３は、それぞれ、ライトガイドＬに
より導かれ、端部Ｌａ、Ｌｂにより出射された照射光を観察部位に配光するための拡散レ
ンズである第１及び第２の配光レンズ１２ａ、１３ａと、観察部位において反射した光を
通過させる第１及び第２の対物レンズ１２ｂ、１３ｂと、第１及び第２の撮像素子１２ｃ
、１３ｃとを備える。第１及び第２の撮像素子１２ｃ、１３ｃは、例えばＣＣＤやＣＭＯ
Ｓ撮像素子等が使用される。また、本実施形態では、通常の観察時では主として第１の撮
像素子１２ｃにより挿入方向の前方側を観察するため、例えば、第１の撮像素子１２ｃは
１３０万画素、第２の撮像素子１３ｃは３０万画素程度の画素数に設定する。
【００２７】
　第１の撮像素子１２ｃの駆動は第１のドライバ信号処理回路１４から駆動信号により制
御され、第２の撮像素子１３ｃの駆動は第２のドライバ信号処理回路１５から駆動信号に
より制御される。第１及び第２のドライバ信号処理回路１４、１５は、プロセッサ２０の
タイミングコントローラ２４によって制御される。観察部位において反射した光は、第１
及び第２の対物レンズ１２ｂ、１３ｂを介して第１及び第２の撮像素子１２ｃ、１３ｃの
受光面に到達する。これにより観察部位の被写体像が第１及び第２の撮像素子１２ｃ、１
３ｃの受光面に形成される。第１及び第２の撮像素子１２ｃ、１３ｃで発生した映像信号
は、所定の方式に従って順次読み出され、第１及び第２のドライバ信号処理回路１４、１
５へ送られる。
【００２８】
　第１のドライバ信号処理回路１４では、第１の撮像素子１２ｃから読みだされる映像信
号に対して、Ａ／Ｄ変換の後に第１のホワイトバランス調整等のプロセス処理が施される
。第２のドライバ信号処理回路１５では、第２の撮像素子１３ｃから読みだされる映像信
号に対して、Ａ／Ｄ変換の後に第２のホワイトバランス調整等のプロセス処理が施される
。プロセス処理が施された各映像信号は、プロセッサ２０の前段信号処理回路２１へ送ら
れる。後述するように、ホワイトバランス調整後の映像信号のゲイン値の差分は、観察時
におけるホワイトバランス用の補正値としてコネクタ部１８(図２参照)に設けられたメモ
リ１６に記憶される。ここで、ホワイトバランス調整は、Ｒ：Ｇ：Ｂの比が１：１：１と
なるようにＲ、Ｇ、Ｂのゲイン調整を行う調整である。
【００２９】
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　図２、４に示すように、ホワイトバランス調整は、図４に示すホワイトバランス調整治
具５０を用いて、操作者がプロセッサ２０のフロントパネルＦＰに設けられたスイッチを
操作することにより実行される。
【００３０】
　図４に示すように、本発明の実施形態に係るホワイトバランス調整治具５０は、開口５
２ｂより矢印Ａの方向に電子内視鏡スコープ１０の挿入部１１が挿入された際に、第１の
撮像部１２に対向する円形の底部５１と、底部５１に直交するように設けられた円筒状の
側面５２を備えた形状であり、側面５２の一部を切り欠くことにより、第２の撮像部１３
に対向する面が他よりも突出した突出部（壁部）５２ａを構成している。ホワイトバラン
ス調整治具５０の内側は白色に塗られており、底部５１、側面５２及び突出部５２ａの内
面は、ホワイトバランスの基準となる白色領域となっている。側面５２の内径は電子内視
鏡スコープ１０の挿入部先端１１ａの径よりも一回り大きく設定されている。
【００３１】
　ホワイトバランス調整治具５０内に挿入された電子内視鏡スコープ１０の第１の撮像部
１２は、ホワイトバランス調整治具５０の底部５１の内面を利用して、また、第２の撮像
部１３はホワイトバランス調整治具５０の突出部５２ａの内面を利用してホワイトバラン
ス調整が実行される。ホワイトバランス値は、例えばＲ、Ｂゲイン値である。本実施形態
では、ホワイトバランス調整において、第１及び第２のドライバ信号処理回路１４、１５
において得られるＲ、Ｇ、Ｂ信号の比が１：１：１となるように、Ｇ信号を基準として、
第１及び第２の撮像素子１２ｃ、１３ｃから得られる各映像信号のＲ、Ｂゲイン値を調整
する。
【００３２】
　第１の撮像素子１２ｃから読みだされる映像信号に対してホワイトバランス調整が施さ
れた後の映像信号のゲイン値と、第２の撮像素子１３ｃから読みだされる映像信号に対し
てホワイトバランス調整が施された後の映像信号のゲイン値との差分は、観察時における
ホワイトバランス用の補正値として生産時（工場出荷時）に設定され、メモリ１６に記憶
される。
【００３３】
　観察時においては、上述のホワイトバランス調整治具５０を用いて第１の撮像素子１２
ｃから読みだされる映像信号に対してのみ第１のドライバ信号処理回路１４によってホワ
イトバランス調整が実行される。そして、ホワイトバランス調整で得られた第１の撮像素
子１２ｃの映像信号のゲイン値と、生産時に設定された補正値との差分が、観察時におけ
る第２の撮像素子１３ｃの映像信号のゲイン値として算出される。この算出されたゲイン
値を用いて、第２のドライバ信号処理回路１５において、第２の撮像素子１３ｃから読み
だされた映像信号に対してホワイトバランス調整を実行する。
【００３４】
　電子内視鏡スコープ１０の第１及び第２のドライバ信号処理回路１４、１５から出力さ
れたデジタルの映像信号は、プロセッサ２０内の前段信号処理回路２１において所定の信
号処理が施される。前段信号処理回路２１、画像メモリ２２及び後段映像信号処理回路２
３のタイミングは、タイミングコントローラ２４からの同期信号に基づいて制御される。
前段信号処理回路２１で施される画像処理は、例えば、輪郭強調、ノイズリダクション、
ガンマ補正、擬似色素散布処理、特定周波数強調、色変換等があげられる。
【００３５】
　後段映像信号処理回路２３では、画像信号がアナログ信号に変換され、増幅処理、クラ
ンプ処理、ブランキング処理等のプロセス処理が施され、ビデオ信号ケーブル（図示せず
）を介して例えばモニタ４０に出力される。これにより観察部位の画像がモニタ４０に映
し出される。モニタ４０の他に、例えばビデオプリンタやＶＣＲ等の装置に接続されても
構わない。また、後段映像信号処理回路２３における処理のタイミングは、タイミングコ
ントローラ２４からの同期信号に基づいて制御される。
【００３６】
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　電子内視鏡スコープ１０の操作部１７のフリーズボタン（図示せず）が操作されると、
画像メモリ２２の画像データが保持され、後段映像信号処理回路２３には、画像メモリ２
２に保持された画像データが繰り返し出力される。これにより、モニタ４０には画像メモ
リ２２に保持された画像が静止画像として表示される。また、電子内視鏡スコープ１０が
、アナログの画像信号を出力する場合には、前段信号処理回路２１においてデコード処理
、Ａ／Ｄ変換処理が施され、以下同様の処理が行なわれる。
【００３７】
　次に、図５、６を参照して、本実施形態に係る電子内視鏡スコープ１０のホワイトバラ
ンス調整方法について説明する。図５は出荷時におけるホワイトバランス調整処理のフロ
ーチャートであり、図６は観察時におけるホワイトバランス調整処理のフローチャートで
ある。
【００３８】
　まず、図５を用いて出荷時におけるホワイトバランス調整処理を説明する。電子内視鏡
スコープ１０のコネクタ部１８がプロセッサ２０に接続され、例えば、フロントパネルＦ
Ｐにおいて所定のスイッチ操作がなされ、電子内視鏡スコープ１０の挿入部１１が開口部
５２ｂからホワイトバランス調整治具５０に挿入されると、ホワイトバランス調整処理が
開始される。なお、本ホワイトバランス調整処理に先立ち、電子内視鏡システムの電源は
既にＯＮになっており、光源２９は点灯され、プロセッサ２０や電子内視鏡スコープ１０
の制御も開始されているものとする。
【００３９】
　ステップＳ１０１では、第１の撮像素子１２ｃから読みだされた映像信号は、ホワイト
バランス調整治具５０の底部５１の内面を利用して、Ｒ、Ｇ、Ｂ信号の比が１：１：１と
なるようにＧ信号を基準としてＲ、Ｂゲイン値が調整されて、Ｒ、Ｂ調整ゲインデータＲ
１、Ｂ１が得られる。ステップＳ１０２では、第２の撮像素子１３ｃから読みだされた映
像信号は、ホワイトバランス調整治具５０の突出部５２ａの内面を利用して、Ｒ、Ｇ、Ｂ
信号の比が１：１：１となるようにＧ信号を基準としてＲ、Ｂゲイン値が調整されて、Ｒ
、Ｂ調整ゲインデータＲ２、Ｂ２が得られる。ステップＳ１０３では、Ｒ、Ｂ調整ゲイン
データＲ１、Ｂ１とＲ、Ｂ調整ゲインデータＲ２、Ｂ２との差分を算出することにより、
補正値Ｒｄ、Ｂｄが得られる。ステップＳ１０４では、得られた補正値Ｒｄ、Ｂｄを、観
察時におけるホワイトバランス用の補正値としてメモリ１６に記憶し、これによりホワイ
トバランス調整処理は終了する。
【００４０】
　次に、図６を用いて観察時におけるホワイトバランス調整処理を説明する。電子内視鏡
スコープ１０のコネクタ部１８がプロセッサ２０に接続され、例えば、フロントパネルＦ
Ｐにおいて所定のスイッチ操作がなされ、電子内視鏡スコープ１０の挿入部１１が開口部
５２ｂからホワイトバランス調整治具５０に挿入されると、ホワイトバランス調整処理が
開始される。なお、本ホワイトバランス調整処理に先立ち、電子内視鏡システムの電源は
既にＯＮになっており、光源２９は点灯され、プロセッサ２０や電子内視鏡スコープ１０
の制御も開始されているものとする。
【００４１】
　ステップＳ２０１では、第１の撮像素子１２ｃから読みだされた映像信号は、ホワイト
バランス調整治具５０の底部５１の内面を利用して、Ｒ、Ｇ、Ｂ信号の比が１：１：１と
なるようにＧ信号を基準としてＲ、Ｂゲイン値が調整されてＲ、Ｂ調整ゲインデータＲｎ
１、Ｂｎ１が得られる。ステップＳ２０２では、メモリ１６に記憶された補正値Ｒｄ、Ｂ
ｄが読み出されて、Ｒ、Ｂ調整ゲインデータＲｎ１、Ｂｎ１と補正値Ｒｄ、Ｂｄとの差分
が算出される。算出により得られた値は、観察時における第２の撮像素子１３のＲ、Ｂ調
整ゲインデータＲｎ２、Ｂｎ２として用いられる。
【００４２】
　なお、観察時におけるホワイトバランス調整処理が終了すると、電子内視鏡スコープ１
０の通常の撮影動作が開始される。通常の撮影動作では、観察時におけるホワイトバラン
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ス調整処理により設定されたＲ、Ｂ調整ゲインデータＲｎ１、Ｂｎ１と、Ｒ、Ｂ調整ゲイ
ンデータＲｎ２、Ｂｎ２とに基づいて信号処理が施される。
【００４３】
　以上示したように、本発明の実施形態に係る電子内視鏡スコープ、ホワイトバランス調
整方法、電子内視鏡システム及びホワイトバランス調整治具では、１つのスコープの挿入
部に、撮影方向の異なる撮像部を備える構成となっている電子内視鏡スコープにおいて、
２つの撮像素子が１度で１つのホワイトバランス調整治具の内面に収まる。このため、出
荷時において、各撮像素子に対して別々にホワイトバランス調整することなく、また２つ
の治具を用いることなく、容易にかつ１度でホワイトバランス調整することが可能となる
。
【００４４】
　また、出荷時にメモリに補正値を記憶し、観察時においてはメモリから補正値を読み出
すことにより、スコープ挿入部先端にある第１の撮像素子のみホワイトバランス調整を実
行すればよく、第２の撮像素子のホワイトバランス調整は必要ない。これにより、観察時
におけるホワイトバランス調整が容易となる。また、出荷時とは異なる既存のホワイトバ
ランス調整治具、例えば、本発明の実施形態に係るホワイトバランス調整治具のように一
部が突出していない円筒形状の治具であり、第１の撮像素子のみが覆われる形状の治具を
用いることも可能である。
【００４５】
　なお、本発明の実施形態に係るホワイトバランス調整治具は、側面の一部を切り欠いた
ような突出部を有する形状となっており、第２の撮像素子の対向する面は筒状とはなって
いない。第２の撮像素子の存在する挿入部側面の全面を覆う形状とすると、ホワイトバラ
ンス調整治具の白色の内面が映り込む可能性があるため、第２の撮像素子が対向するホワ
イトバランス調整治具の突出部は部分的であることが好ましい。
【００４６】
　また、本発明の実施形態に係る電子内視鏡スコープ及びホワイトバランス調整方法では
、補正値を２つの映像信号のゲイン値の差分としたが、補正値を２つの映像信号のゲイン
値の比としてもかまわない。
【符号の説明】
【００４７】
　１０　電子内視鏡スコープ
　１１　挿入部
　１１ａ　挿入部先端
　１１ｂ　挿入部側面
　１２　第１の撮像部
　１２ｃ　第１の撮像素子
　１３　第２の撮像部
　１３ｃ　第２の撮像素子
　１６　メモリ
　２０　プロセッサ
　２１　前段信号処理回路
　２２　画像メモリ
　２３　後段映像信号処理回路
　２４　タイミングコントローラ
　２５　システムコントローラ
　４０　モニタ
　５０　ホワイトバランス調整治具
　５１　底部
　５２　側面
　５２ａ　突出部（壁部）
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